
生野区危機事象対策 平成27年度会議スケジュール

4月　5月　6月　7月　8月　9月　10月　11月　12月　1月　2月　3月

第１回

第2回

現在の状況 目標 成果 27年度取組報告 課題 28年度取組み予定 28年度関連予算 4月　5月　6月　7月　8月　9月　10月　11月　12月　1月　2月　3月

密集住宅市街地対策

生野区は、大阪市の
密集住宅市街地の
中でも「特に優先的
な取組が必要な密
集住宅市街地（優先
地区）」を抱える８区
の一つであり、平成
24年11月に副市長
をリーダーに設置さ
れた「密集住宅市街
地整備推進プロジェ
クトチーム」にも参
画。関係局と連携し
ながら、老朽住宅の
自主更新の促進方
策を中心に対応策
の検討を行ってい
る。

・「地域による住環境
整備等促進事業」
新たに仕組みづくり
に着手する地域　１
地域

・「地域の専門家集団
による建替推進モデ
ル事業」
２件の建替事業計画
を策定することによ
り、建替工事の着手
が見込まれる。

・「まちの魅力向上に
向けた空き家活用事
業」
まちの魅力向上につ
ながるようなデザイン
提案　４件以上

・「地域による住環境整備
等促進事業」
新たに仕組みづくりに着
手する地域　2地域

・「地域の専門家集団に
よる建替推進モデル事
業」
４件の建替事業計画を策
定。うち１件の建替工事
の着手が見込まれてい
る。

・「まちの魅力向上に向け
た空き家活用事業」
まちの魅力向上につなが
るようなデザイン提案　４
１件

「地域による住環境整備等
促進事業」
・広く生野区民を対象とし
たフォーラムの開催（１回）
・具体的取組を検討する地
域を対象としたワークショッ
プの開催（２地域×２回）
・具体的取組につなげられ
る見込みのある地域を対
象とした課題解決に向けた
仕組みづくり支援（２地域）

「地域の専門家集団による
建替推進モデル事業」
・地域課題の抽出と整理
・地域の専門家集団による
建替事業計画の策定

「まちの魅力向上に向けた
空き家活用事業」
・空き家リノベーションアイ
デアコンペの実施
・優秀作品を並べたアイデ
ア博覧会の実施
・シンポジウムの実施

・密集市街地の現状
と課題、課題解決に
向けた地域での仕
組みづくり

・空き家の利活用ア
イデアの見える化、
空き家オーナーや
利活用者（アイデア
供給者）との出会い
の場を作るととも
に、得られたアイデ
アの民主導での活
用促進

「密集住宅市街地対策の
啓発」
・27年度に作成した啓発用
資料「建替えのすゝめ」を
活用し、地域での仕組み
づくりにつなげるための
ワークショップの実施

「まちの魅力向上に向けた
空き家活用事業」
・27年度に得られた利活用
アイデアの展示会を実施
するとともに、民主導での
利活用者・オーナー・建築
士などの交流の場づくりを
促す

・地域学習会、啓発関係業務
　　　　　　　　400千円

・まちの魅力向上に向けた空き家活
用関係業務
　　　　　　　　460千円

　《密集住宅市街地対策の啓発》

　

　《まちの魅力向上にむけた空き家活用事業》

防災対策

職員研修、地域防災
出前講座の実施、地
域での防災訓練支
援。

地域自主防災が、住
民の主体的な参画に
より、以前より進んで
いると感じている割
合が７０％以上

住民の防災意識が以前
より高まったと感じていま
すか。　　　　51.3％
取組については、概ね実
施
　参考：平成26年度割合
32.1％

市民防災マニュアル・区
や地域の防災マップ・水
害ハザードマップ・地域防
災計画などのマニュアル
や計画が作成されている
ことを知っていますか。
　56.7％

参考：平成26年度割合
26.9％

「大阪市地域防災計
画」の改訂を受け、
「生野区地域防災計
画」の改訂を行う。
地区防災計画策定　９
校下
勉強会の開催　全14
回

地域防災マップ作成
（2回目）　2地域

地域防災訓練の支援
19回
防災おそうじ　2回

災害時に機能する
自主防災体制の構
築支援
災害発生など生命
身体の危険に対して
平時より備え、誰も
が安全・安心に暮ら
せるまちづくり

28年度中に10校下に対
し、地区防災計画策定に
向けた勉強会の開催　　全
14回

地域防災マップ作成（2回
目）　4地域

地域防災訓練の支援　19
回
防災おそうじ　2回

区内行政関係機関災害想
定訓練・・・丸島水門での
訓練（共催）

・防災服整備・補充経費
437千円
・事務用消耗品購入経費
116千円
・衛星電話の運営費
361千円
・防災リーダー研修会・隊長会　　60
千円
・防災講演会　　37千円
・地域防災リーダー活動支援費用
1,363千円
・防災マップ作成　879千円
・災害時避難所配備品購入経費
273千円
・福祉避難所配備品購入経費
129千円
・きずなネット災害時における各関
係機関との連携体制の構築　　　69
千円
・福祉施設等、関係機関との防災訓
練実施　　　66千円

今年度危機対策会議の実施予定

今後の会議運営方法及び各危機事象対策の課題・取組スケジュールの確認。

平成２７年度の危機事象対策の取組みについて、総括を行う。
平成２８年度以降取組みについて
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地区防災計画勉強会の開催

地域防災訓練の支援

ワークショップの開催（年４回程度）

アイデア展示会の開催（随時）



現在の状況 目標 成果 27年度取組報告 課題 28年度取組み予定 28年度関連予算 4月　5月　6月　7月　8月　9月　10月　11月　12月　1月　2月　3月

防犯対策

平成27年5月末の区
内の街頭犯罪発生
件数(街頭犯罪７手
口)合計は471件で前
年同時期の発生件
数と比較しますと、
200件(27.4％)の減
少となっています。
引続き犯罪の起こり
にくいまちづくり実現
にむけ地域一体と
なった取組を進めて
います。

地域安全が、住民の
主体的な参画によ
り、以前より進んでい
ると感じている割合
が７０％以上
街頭犯罪7手口生野
区全体件数平成26年
（1669件）比500件減
を目指します。

地域安全が、住民の主体
的な参画により、以前より
進んでいると感じている
割合49.2％

参考：平成26年度割合
31.2％

街頭犯罪7手口生野区全
体件数平成27年（1284
件）対26年比385件減。

参考：
平成26年比件数減　1位
/24区
平成26年比増減率　2位
/24区

・防犯教室等出前講座の
開催10地域14回
・防犯標語啓発「ガチ☆メ
ン」43回
　区長杯ガチ☆メン大会1
回
　ガチ☆メン競技大会1回
・生野区全域一斉パトロー
ル（共催）1回
・青色防犯パトロール巡回
（委託　20時～24時）
（活動補助2団体）
・安全防犯区職員巡回（自
転車・青パト）
・犯罪抑止チームによる犯
罪多発地域巡回（委託17
時～23時）市民局契約
・防犯カメラ設置（補助金19
台）
・防犯カメラ重点配置中学
校敷地に設置し通学路の
安全確保（9台）
・交通マナー・ひったくり・自
転車盗防止合同キャン
ペーン18回
・落書き消去事業（区民と
協働）1回

犯罪のおこりにくい
まちづくりへの地域
一体となった取組み
の支援
区民の犯罪発生に
対する危機意識の
醸成

・交通マナー・ひったくり・
自転車盗防止等の啓発
キャンペーン
・防犯標語「おこのみやき」
啓発「ガチ☆メン」
　区長杯ガチ☆メン大会
（校下対抗　年1回）
　ガチ☆メン競技大会　（個
人戦　年1回）
　ほか地域行事にて実施
・生野区全域一斉パトロー
ル（共催）
・青色防犯パトロール巡回
（委託・補助金）
・安全防犯職員巡回（自転
車・青パト）
・防犯カメラ設置補助（23
台）
・移動式防犯カメラ設置（3
台）
（警察と連携し、犯罪多発
地域等へ設置）
・防犯教室等出前講座
・おそうじ大作戦（区民と協
働）
（環境美化から犯罪抑止
効果を狙う）

・各種防犯啓発事業　587千円
・防犯標語「おこのみやき」啓発ツー
ル「ガチ☆メン」　545千円
・「生野区全域一斉パトロール」事
業
　　　　　　　　　　　　　　　　309千円
・夜間における青色防犯パトロール
委託料
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3,008
千円
・青色防犯パトロール活動に対する
補助金
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　320
千円
・地域安全防犯パトロール　379千
円
・青色防犯パトロール車運用経費
167千円
・防犯カメラ設置補助　　3,450千円
・移動式防犯カメラ設置　900千円

・街路防犯灯整備（CM）　32灯　992
千円

通 年（定期的に会議を実施）

通 年（随時情報提供を行う）

通 年（定期的に会議を実施）

通 年（随時情報提供を行う）


